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はないか とい う抗議も寄せ られた1。この企画に対する
関心の高さを うかがわせ るエ ピソーF'で ある。当 日は、
北は北海道から南は沖縄まで155名 の参観者が訪れた。
この企画の教育学的に意義深い点は、二人の授業を
多数 の教師 ・研究者が参観 し、『授業研究』の臨刊号 と
『社会科教育』に授業分析を載せたことである。 これ
ほどまで多 くの研究者 ・教師が同 じ授業を観察し、授
業分析を した例は他にはないだろう。
この とき授業を参観 した二杉孝司は、仕会科教育の








点も含 めた うえで どのような論点が提出されたのかを
明らかにした先行研究は管見の限 り見当たらない。そ
こで本稿では、二っの雑誌に掲載された論文を中心に
検討 し、社会科教育に対 して どのよう論点が提出され
たのかを明らかにす る。まず立ちあい授業の概要を示










衷ず9時 半からio時 まで有 田による学級指導が行
われた。この学級指導 も、企画に一部に含まれている。



































生成 を優先 させ たことを読み とらせ ようとしている。
本時の授業は江戸時代を学習 し始めてから四時開目で、
単元 「日本 の歴史 一江戸時代の農民の くらし一」の
導入に位置ついている。
便所の位 置 とい う奇異に うつ る題材 にも理 由があ
る。持ち上が りである有 田学級では、四年生か ら 「環
境浄化J5を 観点とし、下水の仕組みなどを追究 してき
た。本時の授業 も、この ような追究の一環 として行わ
れているのである。
図1有 田が提示 した資料6






すなわち 「ネタ」を提示 し、子どもが追究を行 うや り
方は、有田の他の授業にも見 られる。






い う意見は子 どもたちか ら出てきたものの、そこに至
るまで時間が費やされて しまった感は否めない。また
便所ではな く漬物石などに着目する子もいた。結局、
子どものたちの練 りあいの巾で人糞肥料 とい う点に思
考を集約 させ ることはできず、有田が方向性 を指し示
すことになった。そ して慶安のお触書にある 「せっち
んは広 くつくれ」 という部分を提示 して間取 りに説得
性 を与えるとい う指導 も、駆け足での提示 となった。























Aと 資料Bで 感 じ方が違 っていること、同 じ数字を使
っているはずの資料Aと 資料Bの 横軸の年 が異なって
い ることの二つである。二つ 目の意見は、資料Aに










一つ 目の意見に関 しては『統計でウソをっ く法』izと
いう本を提示 して、それに学問的な根拠を与 えている。
二つ目の意見に関 しては、出版社からの手紙を示 して
資料Aに 誤 りがあることを実証 している。すなわち、
同じ数字を用いているその他の資料に1816年 がない










教育の法則化運動の授業は教師の 「応答 ・評価 ・選択 ・
示唆」がなくても成立す るとい う彼の主張13に沿 うよ
うに、あえて机間巡視 をせずに腰を下ろしてしまった
C も見受け られ る。 この姿勢については、その後に
執筆 された参観者の論文において、 「『教育技術法則化
運動』 とい う別コースに逃げこんだ」14、「子どもでは




「はっき りいってっまらん」(押 山博幸)と い う子もい
れば、「向山先生の授業は、 とてもおも しろかった」






















の検討」は、 さらに 「有田氏の授業について/参 加者






け文」や 「子 どもの授業感想文」などが載せ られてい
る。 これ らも立ちあい授業の様子をつかむ上で重要な
資料である。
『授業研究』283号 に引き続き、1985年 の 『社会科
教育』278Aに 、特集 「歴史理解の能力は どんな指導
で 一有田 ・向山 『立ちあい授業』をめぐって一」が
組 まれた。
278号 冒頭 には、『授業研究』283号 を読んだ上での
1ペ ージ意見が載せ られている。 ここには、柴 田義松
や庄 司和晃 らの名前が見える。次に 『授業研究』283




その後に、 「実践に役立つ研究とは何 か」とい うテーマ
の下に数本 の論文、ビデオ ・カセ ッ ト記録を見ての感
想、『授業研究』283号 を読んでの寄稿論文、500字 感
想が掲載されている。

















導案か ら教育 目標を読み取って授業に臨んでい る。
まず有 田の指導案には、「ねらい」として 「それ(農
家の間取 り)は 、増産の努力に努める農家の人々の生
活の知恵であるこ とを考えさせる」 と記 している。 し
か し、具体的 にどのよ うな内容を考えられればよいの
かは示されていない。
この教育 目標 の設定の仕方に対 しては、小林宏 巳zo
らから単元全体の教育 目標 との関連 を明 らかに してほ





定 しやすい教科に対 して、単元を通 しての追究が目指
され る社会科では各時問における到達目標が曖昧にな
りやすい。 「農家 の人々の生活の知恵であることを考
え させ るJと い う目標はむ しろ単元の目標 として位置
つ くものである。では本時の目標をどのよ うに設定す
るべきなのだろ うか。




る。その うえで、教育 目標を 「知識 ・理解」と 「態度 ・













ろ うか」盤と記 されている。この研究主題に沿えば 「資
料を活用できる能力」を身につけさせ ることが本時の
教育 目標 として解釈できるだろう。 向山が飛び込み授
業であった ことを考慮す ると、これ は一時間の教育 目
標だと考えられる。











で、36人 の子 どもの うち4人 が 「算数の授業のようだ
った」 とい うニュアンスの感想 を書いているzn。
向山の授業 で行 われた課題 と同 じような課題 を探
してみると、OECDが 行ってい るPISA調 査にそれを
見出すことができる。 それ は、数学的 リテ ラシーの問










活用とい うことを具体的に考えてい くな らば、その前
提 となる能力だけではなく、その前提 となる知識も考
えていかなければならない。 ここにも森分が提起した
教育 目標の構造化 ・体系化 とい う視点が有効であろ う。
一方で、飛び込み授業とい う性格上、向山には一時













なぜ本時のね らいを明記 しなかったのかとい う問い









教育』278号 の宇佐美 との往復書簡に示 されてい る
「『技術 ・方法』 というのは、『目標』か ら独立して存
在するのではないか」31、r『 技術 ・方法』が先にでき






弱い接着剤を付箋紙の糊に使 うとい うよ うに、あるも
のに異なった目的を見つけるカが必要である。教育に
おいて 「技術 ・方法」が先にできる場合、この力が働






技術は価値を持 ち、共有 される可能性をもつ といえる。
一方で、立ちあい授業では一般化された授業技術が
示 されなかった とする意見もある。次山は、向山が資
料の誤 りを見っけて授業を構想 しよ うとした動機 に着
目し、「授業者 の動 きは、表面的な技術 とい うものでは
なく、授業者の本時を構想するにいたる動機に深 く根
ざしたもの」35と指摘 している。
平凡社 とのや り取 りを子 どもに示 した場面は、授業
で も盛 り上がった。子 どもたちも感想文36の中で 「授
業の中で一番おもしろかったと思 うのは、ある本のま
ちがえを見っけて、投書 してあやま りの手紙 がきたこ
とですJ(海 津裕次郎)、 「私は、向山先生をとってもえ
らく感 じました。なぜ かと言 うと、手紙まで出 して江
戸 の人 口の ことを調べ るなんて」(中 村眞規子)、 「そ
れか ら向山先生は、勇気があるなアー と、思いま した。
それは、平凡社に、手紙 を書いて、出 しちゃ うなんて、
す ごいなア。そこまで、追求する先生 が、なん とな く、
大 きく見えた」(西 村孝広)と 平凡祉からの詫び状が印
象に残った ことを示 してい る。
藤 岡も平凡社 とのや り取 りに着目 し、「教師が 自ら
調査活動を子 どもに示す という最後のステ ップ」37と







っ とも多く出 されたのが、江戸時代の農民の暮 らしに
迫る上で、祖谷地方の農家の聞取りとい う教材 にどこ
まで一般性があるのかとい う問いである。






るのか とい う問いを検討する必要性を示唆 しているか
らである。地域教材が豊蜜な社会科では、他の教科に
比べてこの点に十分留意す る必要がある。





いるのか とい う点は十分に検討されていない といえる。
この一般性 と特殊性 とい う観点で向山の教材 を見
てみると、授業では子 どもは教材の持つ特殊性にも気
づいていたことがわかる。資料Aが 「人 口の変化」と
い うタイ トルがついていたのに対 して、資料Bは 「人

































有田も教材、すなわち 「ネタ」 が他 の教育現場にも
転用可能であるとい う立場をとってい る。立ちあい授
業で用い られたものは、 どのようにして転用され うる
のだろうか。それは、授業において教材がどのように
有用であったか とい う点の検討でもある。
有 田は、 自身 でrネ タ」の転用 を試みている。転用
に際 して、立ちあい授業での子 どもの学習において、
「ネタ」が うまく機能 しなかった とい う点を出発点 と
している。参観者もおおくが同 じ見解を示 してお り、
その原因 として子 どもの予備知識の少なさを挙げてい
る。例えば、宇佐美は 「『ネタ』がまさに 『ネタ』であ






っている。 この授業に関 して有閏は、 うまくいったと
いう見解を示 した上で、その要因に関 して、大沼小学
校の子 どもたちが人糞肥料に関す る経験があったこと
に触れてい る47。そ して 「ある程度状況を説明 してか
ら授業に入 ることと、子 どもたちに 『肥料』特に 『人
糞肥料』にっいての知識があることの二つ」の条件が










般的な原則 を導き出そ うとしている。その原則 とは「子
どもの経験か らだけでは、理解できないものを教材 と
せ よ」、 「構造を検討すると、意味が分かってくるもの













もがおかれてい る仕会的状況 と子 ども自身の仕会的認
識をどのように考えるのか、祉会科の親学問である社
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